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高松市事務事業評価表 【事中・事後評価】
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（達成度）
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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

文化芸術の振興と発信

文化芸術の振興

国際的な発信力を持つイベントの推進

瀬戸内国際芸術祭推進事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

087-839-2636

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

瀬戸内国際芸術祭開催日数 日

本市会場への年間来場者数 人

次回瀬戸内国際芸術祭の開催準備進捗率 ％

令和 年度（ 年度決算分）5 4

R2 R3 R4 R5

R2 R3 R4 R5

R5R4R3R2

文化芸術の振興と、瀬戸内の活性化や地域振興、世界に向けての情報発信に寄与するため、現代アートの作家や建築家と協働す
る国際的な芸術祭と位置付けた瀬戸内国際芸術祭を、県、関係市町及び福武財団等とともに、３年毎に開催する。
次回開催に向けた準備を行うとともに、芸術祭終了後、恒久的に残す作品について、維持管理及び運営を行う。

瀬戸内国際芸術祭開催準備負担金

高松市民及び来場者

文化芸術の振興により、本市の魅力を国内外に向けて発信するとともに、交流人口を増加させ地域の活性化につな
げる。

新型コロナウイルス感染症の影響により、海
外からの来場者が大幅に減少したこともあ
り、会期中の来場者数は、前回の芸術祭と比
べて６割程度に留まった。

実行委員会が取りまとめた取組方針や新型コ
ロナウイルス感染症対策の指針などに基づ
き、瀬戸内国際芸術祭２０２２の準備を計画
的に進め、実行することができた。

令和 年度5

R5

R5

R5

年度5 女木小学校光熱水費
旅費

％83.8

％100.0

点35

点29

令和 年度（決算）2 令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（予算）5

14,674 59,486 121,905 10,783

5,696 50,426 100,950 5,993

8,978 9,060 20,955 4,790

Ａ 継続

新型コロナウイルス感染症の影響はあったものの、感染症対策を講じながら開催することができた。今後も国内外の感染状況等を見極めなが
ら準備を進め、次回の瀬戸内国際芸術祭を適切に開催することが課題である。

実行委員会、市内各島の関係者等と連携しながら、次回瀬戸内国際芸術祭の開催に向け取り組む。
次回芸術祭が２０２５年に開催されることから、同年に開催される「２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）」との相乗効果が図れる
取組を実行委員会と共に検討していく。
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産業の活力と文化の魅力あふれる創造性豊かなまち

文化芸術の振興と発信

文化芸術の振興

国際的な発信力を持つイベントの推進

高松国際ピアノコンクール事業

創造都市推進局

文化芸術振興課

839-2636

市

平成 年度～28

②ソフト事業（法律による実施義務無）

高松国際ピアノコンクール開催日数 日

ピアノコンクール入場者数 人

学校訪問リサイタル実施校数 校

令和 年度（ 年度決算分）5 4

R2 R3 R4 R5

R2 R3 R4 R5

R5R4R3R2

高松から世界レベルの音楽を発信するとともに、地域の活性化，音楽芸術の振興、国際的な文化交流の推進などを目的として、
浜松国際ピアノコンクール，仙台国際音楽コンクールに次ぎ、日本で３番目に創設された国際的なピアノコンクールで、４年に
一度開催されている。また、平成２７年度には国際音楽コンクール世界連盟に加盟するなど国内外からより一層注目を集めるコ
ンクールとなっている。
コンクールが開催されない年度においても、当コンクールの審査員・入賞者のリサイタル事業や公開レッスン、地域での無料演

高松国際ピアノコンクール推進事業負担金

高松市民

音楽芸術の振興と国際的な文化交流に取り組むことにより、交流人口を増加させるとともに、文化芸術都市高松の
魅力を世界に向けて発信し、音楽を愛する心と都市ブランドの向上によるシビックプライドを醸成する。

奏会などの事業を展開し、次回開催への機運を高めるとともに、より市民に親しまれ、地域に育まれていくコンクールとなるよ

新型コロナウイルス感染症の影響により、入
場者数は目標値を下回ったが、ＹｏｕＴｕｂ
ｅで配信したところ、累計３９，７３４回の
視聴があった。

出演ピアニストとの調整の結果４校となった
ため、目標には届かなかった。

令和 年度5

R5

R5

R5

年度5 ・学校訪問リサイタル
・ピアノコンクール入賞者と若手ピアニストのコンサート
・優勝者とファイナリスト等の演奏会等
・審査員によるマスタークラス

％32.7

％66.7

点23

点11

令和 年度（決算）2 令和 年度（決算）3 令和 年度（決算）4 令和 年度（予算）5

3,378 6,966 31,901 6,093

1,133 2,436 27,860 2,800

2,245 4,530 4,041 3,293

Ｃ 継続

新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度は開催延期となったが、令和４年度は感染症対策を講じた上で開催することができた。
今後も国内の感染状況や国外からの入国条件などの状況を見極めながら開催することが課題である。

次回コンクールに向けて、市民の関心を引き続き高めつつ、高松から世界レベルの音楽を発信するとともに、一層の地域の活性化、音楽芸術
の振興、国際的な文化交流の推進を目指す。
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